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マシン本体は，外パイプ（外径 6 mm，内径 5.5 mm，長さ 60 mm）の一端が塞がれており，塞
いだ内部に，ニクロム線が固定されている．他端は開放されており，そこからシャトル（外径






    




バイポーラ電源 nf BP4610 ，データロガー midi LOGGER GL900， 











            
図５  測定の様子                        図６   低温容器内の様子 
 
高速度カメラ 
      































 図７より，電流を流し始めるのが 2.0 秒で，移動距離が大きく変化し始めるのがおよそ 3.0
秒であり，図８より，3.0Ａ以外のときは，シャトルを押し出すまでおよそ 1.0 秒かかることが
わかる．3.0Ａのときはおよそ 0.5 秒で押し出しが開始された．また，電流値を大きくすればす
るほど移動距離が大きくなるということがわかった．図９より，2.0Ａから 3.0Ａまでは総移動
距離にあまり差がないことから，およそ 3.0Ａがシャトルをより遠くへ押し出すための最低電流
値だと言える．また，3.0Ａから 3.5Ａにすると，総移動距離が一気に大きくなった．よって，
3.5Ａ以上の電流を流すことでシャトルをさらに遠くまで押し出すことができるということがわ
かった． 
 また，表１より，電流値によって最大速度にばらつきがあるが，2.0Ａから 3.0Ａ，3.0Ａから
3.5Ａにおいては最大速度が２倍以上になっていることから，電流値を大きくするほど最大速度
も大きくなるということがわかった． 
 
５．まとめ  
 様々な機器を用いて速度や推進距離などを測定して，測定結果より，流す電流値が大きいほ
どシャトルを遠くまで進めることができ，速度も大きくなるということがわかった． 
 また，今回学生自主研究をやってみて，実験のやり方や報告書のまとめ方など基本的なことを
一から学び，さらに，実験を通して，液体窒素に関する知識や液体窒素を用いる場面などを知る
ことができた．実験中に思わぬトラブルが発生するなど，思ったように進まないことも多々あっ
たが，そのようなことも全部含めて良い経験となったと思う．今後に活かしていきたい． 
